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rebake

パンのロスは以前から社会問題となっており、このモデルをつくりあげたことは大変素晴らし

いと思います。さらに将来的には地域での直接の販売やパン以外の食品にも広げていくという視

点を持ち合わせており、将来性・主体性を感じました。

横展開としてアプリでの標準化を行ってパン以外での利用を促進したり、食品ロスの削減量が

リアルタイムで見えるなどゲーム性が感じられたりすると、利用者側のさらなる行動変容につな

がるのではと思いました。

2030年には100t/月程度の食品ロスの削減を目標としています

パンを作るには早いものでも数時間、長時間発酵のものだと数日かかります。また、天気や季節に

よって客数が大きく変動するため、欲しい人全員がパンを購入でき、かつ売れ残りゼロになる個数を

予想するのは、いくら経験があっても非常

に難しいと言えます。毎日数個のパンが余るだけなら身内で

食べ切れますが、日によってはかなりの量のロスパンが出て

しまうのです。そんな時、パンをお客さんに食べてもらう最

後の手段として考えたサービスが「rebake」です。

ロスパンの通信販売プラットフォーム

「rebake」として、パン屋の登録、その後の

サポートを行なっており、現在およそ1500店

舗のパン屋がrebakeに共感し、登録していま

す。また、パン好きの方にロスパンの存在を知

っていただくべく、季節限定の企画や、イベン

トへの出展等も行なっています。売上の一部は

環境保護に取り組む団体に寄付しているほか、

ロスパンのセットを子供の家に定期的に届ける

活動も行なっています。

現状はパンのみですが約30t/月程度の流通量があり、さらに伸ばしていく予定です。近い将来パン以

外の食品ロスの削減にも取り組んでいきます。パンの経験から、食品それぞれに適した削減の方法があ

ると認識しており、それぞれの食品に合った方法を一つずつ取り組んでいければと考えています。 ま

た食品ロスは日本だけの問題ではないので、近い将来海外へ展開し、墨田区発で世界の食品ロスを減ら

す取組をしていきます。

事業者・団体として2030年までのあるべき姿
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